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島県高野町 やー宮崎県の生駒高原で栽培されている事実を知ったり. 同様に冷温帯起源のキ ャベツ・レ
タス等疏菜の夏季における高冷地栽培が西南日本の中国山地・四国山地・九州、|山地で発展している事実
も報告したわ. そこ で，台湾においてリ ンゴを中心とする落葉果樹および高冷地疏菜の栽培が如何な
る条件のもとで行われているかに関心をもった.それは， 5，030mのジャヤ山を擁する ニューギニ ア島
の仁|コ央L1地にも ブナ;1;がある こと をしったからであるり. しかし， ニューギニ アやボルネオ島の高11
では，交通路網が未発達のため商品化を指向する落葉果樹や高冷地疏菜の栽培は発展していないり.
とこ ろが交通路に恵まれたフィ リッピンの海抜 1，500mの避暑地ノミギオ近 くのト リニ ダート・ヴァ ー































紀，長 j一郎， 巴梨， ラフランス)， リンゴ 4品種(ゴーノレデ、ンスター，紅玉，国光， t~G) ， モモ 4品種
(大和平生，大久保，高陽，白鳳)など 7，020株が行政院によって導入され，福寿山農場， 1陽光，西
















よび、投資効果等』こ移った 16) それらのなかで， リンゴ，ナシ，モモ等の果実の販売経路を扱った摩士
毅の研究17)は注目される. つまり，高冷地で生されたリンゴ・梨の65%は包青商〈青田買商人〉に




























もに急減し， 19811~三に{，ま 8 ， 763ha となった. ピーク 1寺においては南投，扉東，高雄の 3県で74%を占
め，生産地帯は南部に移動した.このような南宮rsへの移動はパイナップ。/レについても妥当する.亜熱
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第 1表 台湾における果樹収穫面積の挑移 (単位 :ha) 
一二三了一一一一一 年度 I1940 果樹 -一一一一一J 1948 1954 1962 1970 1975 1981 
Bannana (香蕉) 18，638 17，889 12， 458 14，874 39，013 10， 822 8，763 
Pineapple (鳳梨) 9，917 5， 399 5，488 10，524 12， 750 12， 151 6，493 
車 Papaya (木瓜) 200 303 549 935 1， 259 2， 222 
執A Betel-nut (横榔) 504 383 601 752 1， 261 1，441 2，839 
部: Longa口 〈竜眼) 2，451 3， 420 1， 100 1， 919 2， 720 3，455 4， 245 
暖 Citrus fruits (柑橘類〉 5，256 4， 387 4，831 10， 245 30，829 32，978 34， 002 
~lffi. Mango (さ果〉 546 440 317 505 1，641 6，376 12， 438 
Guava (番石棺) 877 549 756 956 2， 354 2， 700 5， 203 
果 1ヘlax.apple (蓮霧) 145 140 152 154 231 475 4，853 
樹 Loquat (枇杷) 74 87 46 91 520 2， 154 2，08L1 
Carambola (楊桃) 99 246 446 1， 049 
Lichee (M;枝〉 245 1， 529 3，773 6， 029 
Grape (葡萄〉 22 13 18 226 869 1， 301 3，448 
落 Persimmon (柿〉 372 363 303 266 280 366 773 
葉 Prune (梅〉 390 510 2，132 3，396 4，333 
Plum 〈李) 946 996 1，080 1， 106 1，834 2，115 2， 363 
果 Peach (桃) 243 245 234 304 631 1， 126 1，287 
持j Pear (梨) 145 2， 181 6， 934 8， 708 






の果樹は，ほかにマ ンゴー，グアヴァ， 蓮霧，枇杷などがあり， すべて噌加傾向にある. とく に著し
いのはマンゴーで1979年に 10，000haを超えた.収穫面積の60%が台南県であ り，それに界東，高雄




両者は台湾では新 しい果樹といえる.しかし，ナシは1981年台仁jJ・南投 ・苗栗の 3県に82%が集中 し
つつも， 全集で栽培されているので， 低暖地の在来種が存在したことを示すものである.一方， リン
ゴは，96.9%が中央山地を有する台中 ・南投両県に集中している.
しかし，このような県別統計では，生産地域を画定するのが雑かしい.そこで，19801=1三農漁業普査
報告 (センサス〉 により ，市鎮郷(市町村〉別のナシ・リンゴの生産量を示す分布図を作成した (第
l図).それによ ると ナシは， リンゴより広域的に栽培されていることがわかる.すなわち，ナ シは
台湾中央山地にあたる台中県和平郷， 南投県仁愛郷ばか りでなく ， 台仁!コ県の東勢鎮を仁1]心とする台 I~=I， 
台湾中央L1j地における揃制:洛葉果樹 ・高冷地疏菜栽培の発展 145 
































































































... 交温岨同l国 10 10 



















































トバオン(Ji{!j岩)の 3 があり， 1 ， 000~1 ， 630rn に立地していた.一方，鹿野論文によれば，霧社の
東方の濁水渓にはプラヤウ，ブッシダヤ，ブッシジカ，サード，タ 1コワンのトロック蕃 5社〈静観)
が1，45"'-'1，612mに，ルックタヤ，ルックサウ，ブケッボン，チッカ， トンパラハのタウツア蕃5社

































れば，山地人の家族は l戸当りシカヨウ社(環山)5.8人， サラマオ社(梨11)5.8人， ヵョ1'::1:(任
j場) 5人であり，同様に北港渓上流の集落では 4.6""'-/6.8人であったから 1戸平均 5""'-/6人であった













区|リンゴ|ナ シ|モ モ|その他 | ，??????
ha % ha % ha 
4.% 9 
ha % ha % 
梨 梨山村 933 53.5 726 41. 6 85 1，744 100.0 
1 平等村 837 59.8 498 35.6 65 4.9 1， 400 100.0 
地
福寿山農場 370 73. 7 101 20. 1 31 6.2 502 100.0 
武陵農場 90 60.0 42 28.0 18 12.0 150 100.0 
区
大甲林区 312 61. 4 127 25. 0 69 13.6 508 100.0 
、?? ? ?』 ?
ー
計|山25911 川 4 34. 7 I 268 _~.2 I 
力行村 135 36. 1 201 53. 7 20 5.3 18 4.9 374 100.0 
霧 発祥村 87 28.8 180 59.6 22 7.3 13 4.3 302 100.0 
大同村 41 23.4 55 31. 4 20 11. 4 59 33.8 175 100.0 
社 合作村 37 12. 1 148 48.4 23 7.5 98 32.0 306 100.0 
地 精英村 6 2. 6 105 44. 7 23 9.8 101 42.9 235 100.0 
春陽村 15 6.5 22 9.6 193 83.9 230 100.0 
|茎 清境農場 25 27. 8 23 25. 5 18 20.0 24 26. 7 90 100.0 





















































る. しかし， 翠峯には疏菜畑が分布する.清境農場の領域に入ると リン コー 闘がみられるが，標高が下
がり霧社に近づくと疏菜畑が支配的となる.
土地利用図を全体的にみると果樹閣は大甲渓右岸で少ない.国有林の払下げにより成立 した武!唆農
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1973年設立された華掲分場に合せ， 1973年と1976年にリンゴが 11，771本および 5，721本導入され












節)， JI券光(有勝〉間に拡がっている.海抜高度は，武|唆農場筒報によれば， 1，740-2， 100mとある
が， 10，000分の l写真地図からは 2，300mまで果樹園が造成されていることがわかった.












栄氏f喪主Eは来日，善，1芸i，誠の 4 あり，栄氏 1人当り 0.3ha配分され，荘を単位;に授業経営が行なわれ














1 本1 ， OOO~2， OOO元で契約し，果樹園の管理を小作人にまかせる事例が多い.
(3) 清境殿場




の戸数は31戸， 48戸であった.翌1962年から1966年にかけて栄民70人が入植し， 仁， 義， 干し， 智，
{言， J志，孝の 7荘がn支立した.耕地の配分は， 義氏に対しては 1人当り 0.7ha，その妻0.35ha，子供
l人にだけ 0.175haであったが，栄氏に対しては 0.6ha，その妻O.lhaであった。義民は殆んど妻子
を抱えていたので 1戸当りの配分が， 1， 225haであったのに対し，栄民は殆んど独身者であったので，
O.6haにすぎなかったこ.
1967年見Il青農場はt青境農場と改名され，寿亭新村の人口増加に伴ない1973年定遠新村が分離独立し
た.待望新村 (31戸〉が海抜1，90'-"-2，100mにあるのに対し， 寿亭新村 (24戸)， 定遠新村 (24戸〉
は1，200"-' 1， 700 mにあるので， リンゴなど冷温帯果樹の栽培に適していないことがわかり，落葉果樹




































































要と勧告され， 1961年9月成立したものである. 1966年実験林として台湾大学に移管され， 1973年台
湾大学農学院限設山地農場となったものである.この農場は第1農場，農2農場，第3農場からなり，







墾されている41). これらのうちリソゴづーシ・そそのj却ー 吉田積?i，それぞれ 5，. 3， 4 haと少ないが，約
50haでキャベツが栽培され，ほかに種馬鈴薯の生産，花J!j'-・薬草の試験栽培が行なわれている.耕地
が1，950m以上に存在することと労働力の関係でキャベツは年一1Ei:1の収穫である.ギャベツ?i定植して





なわち，第2農場には 4haのイチゴ苗闘があり， イチゴ]誌を平地の J史家に販売しているのである.
その自的は日本と同様「培養健康種苗， 利用高冷地， 使其j起草花芽分化， I}m:([及結果増加収益，木

























合キ1外とIJlliにおける温帯;部栄泉村J. ldi;{1i地疏菜栽培の発j長 161 
TIliJというの ~i ， iJJ士山保留地力ミj上I地人の生活保護として与えられたため，土地の売員つまり所有権の移
動が法的に認、可されず， iBI:fFl住のみ譲渡されるからである.具体的にi_Lj地保留地がどのようになって
いるか，手/]ミ!三郎梨dJ地区平等付の〕泉dJ(シカヨウ11)を事例に分析してみよう
1978年来!IJJ~苦 Jm局が調査し fこ「梨山地区rlr地保留地土地利調査清rntJ 1めには，土地の面積，
制作者の氏名， 傾斜度， とに掲l[表されており， 日本の土地台帳にあたる.それに
よると環山のrL!地人が 196名であるのに対し，環1への入1'1':者は 310名にのぼる.第 91z]は環i1rへの
入作者の住万?をゴ台湾の干リロl~ íJ lj ~こ示したものである.それによると台牛・台 i十q崇:を 」土、l二1
北・ 台北県と続き， 1jt関，南投， 台南rlJ・台南県， 高雄市・高雄県，

















































































としてきた，昨年は 8haの果樹園を経営していたが， 1983年現在4haを貸し， 4 haを自営果樹霞として
いる. しかし，これに加えてこの梨LIJ農場有限公司は大甲渓右岸に17haの土地を所有し，現在 6haの
土地にナシ，リンゴ，が植えられている.一方， 4 haの成盟は 2.5ha，1.0ha， 0.5haと3耕地に分か
れているが，比較的平担地であるので作業は容易である.これら作業は夫婦 2人の他，常雇 5人(男
4人，女 1人〉があたる的.作業は開花期の人工授粉から花椅， 摘果， 袋かけ， 薬剤散布， 肥料散
布，収穫，弟定と多岐にわたる.それでも擁果，袋かけの時期にだけ臨時雇いを12--3名入れる.ま
た収穫は青果商によって行なわれる，いわゆる青田売りである.なお努定作業は， 1 --3月日本の長
野県から高齢技術者がきて行なう.これは伺農場がオイスカ (Organizationof Industrial， Spiritual 
and Cultural Advancement)の加盟員であり， 海外技術交流の一端を担っているからである. この






















J'Ih 林現E地 入植者数(人) 果樹闘面倒 (ha)
区 番 ~5' 登録者 未登録者 登録者 未登録者
{楊l 1 
24 25 49 22.15 17.28 39.43 
つ 39 43 40.18 2.26 42.44 
梨dJ 
4 4 6.37 6. 37 
5 43 16 59 56.11 7.57 63.68 
16 2 2 1. 75 1. 75 
23 3 1 4 8.45 0.10 8. 55 
38 3 3 0.51 O. 51 
大渓甲岸左
11 1 1 0.07 0.07 
14 27 1 28 30. 70 0.28 30.98 
45 2 つ 14. 12 14. 12 
メIコk 64 
b 戸、 2 10 19.81 0.33 20. 14 
i欽 65 9 2 11 15.63 3.03 18. 66 
、{~之 66 28 28 77.00 77.00 
右 67 23 3 26 34.83 4.19 39.02 
岸 68 18 1 19 44.72 0.32 45. 04 
73 22 l 23 31. 20 0.25 31. 45 
与をー
74 39 4 43 91.69 4.06 95. 75 
1最
75 52 10 62 55. 12 5.28 60. 40 
1矢
左 76 19 2 21 30.44 2.57 33. 01 
芹 77 3 3 2.49 2. 49 
85 10 41 51 7.55 20.27 27.82 
377 115 492 589.14 69.54 658.68 













この国有地小作を地域的にみると林班 1，2， 5の佳陽と梨山を結ぶ地区， 64-68の合歓渓右岸およ
台湾中央山地におけ ~， ~~7j冷地疏菜栽培の発股 165 





























〈シキク γ来!:， 850r-/950 m)では， 集落周辺には野菜はみあたらなし、が， 南山村ーとの境に野菜栽培が
開始されていた.四季村より下流では温ナ1ミカ、ノや茶などのH茂英樹が目についたので950，-../1， 150mに
土地利用の大きな断絶がみられた.つまり，この海抜高度が高冷地疏菜栽培のイ底位限界となっている






































































































































































































































































































































































































危険だからである.霧社地区の尾根筋において畑は翠峯まで I~Wlかれている . 翠峯より下ると台大股ー
場，t青境農場を経て霧担=(1， 150m)に達する. この地域は果樹が 1，950-2，150mに表われ， 1，200 
-1，850ml'MJは疏菜畑が卓越する.横断面形は農場に類似し，尾根jJ)jの状況を示している.
以上全体的にみると台湾中央山地における高架果樹栽消は 1，450-2，550mの1，100mの「泊で行な











る.南11村の競菜栽培の先党者丁元勲53)によると当時10名 を組織し， 2.7ha の ~jl:地にキ
ャベツ，ハクサイ，ピーマンを栽培したのが高冷地野菜栽培の始まりであるという. 1970年前後に
冷地競菜が焼畑農業にとって変った. 1982年現在，南山村112戸のうち 110戸が高冷地疏菜を栽jYし
商品化している. 2.8haの疏菜畑を有する同氏は，労働力の関係で半分を平地人に賃貸し， 1. 4haを世
帯主夫婦と長男夫婦4名で経営している.年間の作付体系は第 11留めに示したように，ホウレンソ
ウ→ホウレンソウ→キャベツ→ホウレンソウの 4毛作である. しかし，これは篤農家の事例であり，









ついてみよう.葉志超54)は 1，840mの勝光地i乏に1962年国有林地 2ha を配分され，少しづっßI~
墾し，河床部分に野菜， LJ麓傾斜地に果樹を植えた. 1963年キャベツ，ハクサイ，タマネギ，ニンジ
ン，パレイショを試植したが，キャベツ，ハクサイの成総がよかったので，それを果樹園にも!日し



























2，000万円〉 の収入を得iて， 台北に住む不在地主と なっている.第ll[~ b)に示したホウレンソウ→
ハク・ザイ→ホウレソソウおよびハクサイ→ハクサイ→ホウレソソウの 3毛作は，同氏の借地人のもの
である〈写真11).
1973年に 13i~J H党さ れた摘寿JJ_J農場革尚分場へ退役軍人の楊存香は土地 0.5ha 配分 され ， 1975年入植し
た. 忠吉婚すれば 0.75haの土地が配分されるが，独身の同氏は 0.5haのままである. 茅原を開墾し，
当初〕リンゴ を ~11í えたが芦1が強くて失敗し，キャ ベツを中心に疏菜栽培を行な っている.農荘に 近い
O.lhaはホウレンソ ウーキャベツーホウレンソ ウの 3毛作を行な うが， 0.4haは家から離れている た
め，また急傾斜地に加え滋il証J1水が不足しているため，キャベツを 1回だけ しか作っていないとい
う.ま た， 労働力 1人の彼の疏菜はすべて青田売り である， 同氏によれば，華尚農場の60%は平地人
が~fJ !:'Vr:~こ入っているという町.
栄j弐から土地をイIL?りている台北の青果}JlJ売商の耕地 1.2haで農業労働者として働いている花蓮県富
里郷出身の呉成功の家族がし、る.彼は奥さんと娘 2人の 4人家族で， 1人 1日450元の契約で働いて
いる・ 家，肥料等はすべて青果的ーの調達であり ，彼は家族 4人でホウレソソウ→ニソ ニク (キャベ
170 人文地理学研究淵





霧社地区での疏菜栽培の事例は清境農場の栄光新村に求められる(写真 12). 1962 1:1三孝荘に入1~1[ し
た栄民陳発昌は，独身であったので 0.6ha割り当てられた. 19m墾当初1]，モモやナシを植えたが，成紋
が芳しくなかったので切り倒してしまったという 57). 畑地にはキャベツ，レタス，ダイコ ンなどの高
冷地夏疏菜を栽培した.1969年義，干し， 智，孝の 4農荘を合併して海抜 1，500mの現在地に移った.
霧社や碧湖を一望できる集落は孝荘から 500mしか離れていなかったので，耕地の交換分合はなかっ
た.1977年結婚され， O.lha増反になったが， 栄光新村から速いので開墾していない.それにかわっ
て集落の近くに清境農場の土地O.lhaを{昔り，現在O.7haの野菜作りを行っている. 耕地 2~li O. 4ha 
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Development of the Cultivation of Temperate Deciduous Fruits and Mid-latitude 
Vegetables in the Central Mountains， Subtropical Taiwan 
Isao SAITO and Chen Hsien Ming 
The cultivation of temperate deciduous fruits such as apple， pear and peache and of mid-
latitude vegetables including cabbage， Chinese cabbage， lettuce and spinach has developed in 
Taiwan (Formasa) in recent years. Apples and vegetables are generally produced in summer in 
the beech forest areas of the cool temperate region including the highland and northern part of 
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Japan， so that the cultivation of these crops are naturally restricted to the mountainous areas in 
Taiwan located in the low-latitude subtropics. Although Taiwan has many high mountains， they 
traditionally belonged to the indigenous mountain tribes (Formasa aborigines)， who were famo-
us as headhuters and practiced shifting cultivation. However， the opening of the trans-mountain 
highway and public farms changed the mountain economy from the primitive subsistence farming 
to commercial agriculture. 
1n this paper the authors attempt to elucidate the factors contributing to the development 
of temperate deciduous fruit and mid-latitude vegetable cultivation in the central mountains， 
Tai¥van. Then they focus their attention to the land use， agricultural management and crop rotati-
on by farm types， and their areal differenciation according to the socio-economic and physical 
environments. 1n order to make a preliminary survey， Saito visited the study area in 1982， while 
making arrangements with Chen Hsien Ming as to the investigation items and procedure. They 
conducted the joint fieldwork in October， 1983， on the land use and farm management in the 
central mountains along the Taiwan median line by using the aerial photography maps of 1 
10，000. The results obtained are summarized as follows. 
1) The opening of the trans-mountain highway from Taichung to Haulien via Lishan and 
Tayulin pass stimulated the development of the fruit cultivation due to the improved accessibi-
lity to the large markets. The public farms of Vocational Assistance Commission for Retired 
Servicemen pioneered the cultivation of the temperate deciduous fruits such as apples， pears， 
peaches and so on， ¥vhich enjoyed favourable market prices in subtropical Taiwan because of their 
freshness and novelty. The cul tivation of such fruits in the areas， however， dated bac1ζaround 
1930 when Japanese policemen who at the time undertook the respo11sibility 01 the control of 
the mountain people introduced the fruits from their country. 
2) There were three rural settlements of the Taiyal group (mountain people: mountain-
eer)， named Shikayau (now，日uanshan)，Saramao (Lishan) and Kayou (Chinyang)， inthe upper 
stream of the Tachia Chi around the altitude of 1，600 meters. Their traditional occupation was 
the shifting cultivation and foxtail millet， sweet potatoes and maize constituted the main food in 
addition to the animal protein from hunting and fishing. Although it was primitive agriculture， 
alder trees were planted in the abandoned shifting field in order to fertilize the soil and to 
obtain the fuel. After the liberation from the Japanese control， about 10 hectares of farmland 
and woodland were distributed to each mountaineer family as mountain reservation in 1948. The 
mountaineers gradually cleared their reservation land and opened the orchards. The success of 
the temperate deciduous fruits resulted the influx of farmers from lowland plains (plainsmen) 
to the reservation areas， who attempted to clear the woodland and to manage the orchards by 
renting the slope land or buying the cultivation right from the mountaineers. The number of 
new comers from the lowlands doubled that of the indigenous mountaineers. Thus the occupati-
onal forms of the mountain people changed drastically around 1960 from the primitive shifting 
agriculture to the commercialized horticulture. As a result， 6，000 hectares of temperate deciduous 
fruit orchards appeared in the central mountains， which consisted of two districts， the Lishan 
and Wu-she. One of the characteristic landscapes in the Lishan district is the mixed planting of 
apples， pears and peaches in an orchard. 
3) Three types of farms are recognized: public farms， private farms of plainsmen and pri-
vate farms of mountaineers. Fushou-shan， Chin-ch'ing and Wuling farms of the Vocational As-
sistance Commission were established around the altitude of 2，000 meters in 1957， 1960 and 1963 
respectively. These farms consisted of the orchards directly managed by the headquarters， several 
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veteran's villages and individual farmlands. They had a substantial impact on the surrounding 
villagers by introducing and distributing new varieties of fruits and teaching cultivation techni-
ques. In addition， there 1S another type of pubhc farm: a mountain farm of the National Taiwan 
University in the Wu-she district. One of the functions of this is to supply the lowland farms 
with strawberry seedlings. On the other hand， the pla1nsmen work at their orchards from April 
to october， while living in the low1and plains in winter. 
4) The marketing system of the deciduous fruits is interesting. General1y owners of 
orchards including the public farms entrust their fields to the tenants from 10wland plains on a 
contract of three to five years. This type of orchard called Pau-yuan， prevailing in the central 
mountains. The tenants are under contr01 of fresh fruit dealers or merchants. The other type is 
the green marketing， in which unharvested fruits are sold to the dealers or merchants by acreω 
age or by the number of fruit trees. This type 1s a1so predominant among plainsmen and 
mountaineers as well as at public farms. Accordingly， the fresh fruit dealers and merchants play 
an important role in the development of temperate deciduous fruit cultivation in the central 
mountams. 
5) The boom of the fruit cultivation stimulated the p1ainsmen to clear the National Forest 
in the gent1y sloping areas accessible to the highway， and to open the orchards， where they were 
tenants. Here the altitudinal limit of apple cultivation reaches 2，550 meters at Pinguo-shan (apple 
mountain) along the trans-mountain highway， the highest crop limit in Taiwan. This distr1ct is 
influenced by the low summer temperatures with foggy mountain climate which prevents the 
p1umpness of the fruit. On the other hand， the relatively warm winter temperatures determine 
the lower limit of the temperate deciduous fruit cultivation at about 1，500 meters at Chinyang 
and Toliang because of the short resting stage. 
6) It requires three to five years to harvest the fruits from the planting at nurseries. The 
mlιlatitude vegetables such as potatoes， cabbage， Chinese cabbage， lettuce， broccoli， spinach and 
so on are initially cultivated at the orchards in order to gain quik returns and to utilize the 
fields effectively. Their cultivation continues for a decade until the trees mature fully. Althogh 
these vegetables are produced in the lowland Taiwan in winter， their cultivation in the summer 
period Is climatically restricted to the high1and of central mountains. Thus these vegetables pro-
duced in the latter areas enjoy higher prices than those from the lowland. In addition to the 
intercropping of vegetables in the orchards， these mid】1ati tude vegta bles are excl usively cul ti va ted 
in Nanshan at the elevation of 1，150 meters， in Suyuan and Shenkuang on the narrow flood 
plain of the upper stream of Tachia Chi， in Wuling farm at 1，900 meters， in Hwakau branch 
of Fushou-shan farm at 2，420 meters in the Lishan district， and in Chin-clγing farm in the 
Wu-she district. The rotation systems of these vegetables vary areally from one crop to four 
crops a year. Their regional variations are main1y derived from the quantity and quality of labour 
forces， presence of irrigation facilities， and types of management. 1n general the cultivable poten叩
tial of mid-latitude vegetables is greater than that of deciduous fruits because of shorter grow-
ing cycles. Thus they are cultivated at the range between 1，000 and 2，460 meters above sea 
level. 
7) The temperate deciduous fruits cultivated in the central mountains were mainly bred in 
Japan and diffused from there. The apple varieties introduced are Jonathan， Neo-1ndo， Golden 
De1icious， Fuji， Mutsu， Tsugaru and Sekaiichi， pears， Niju-seiki， Shin-seiki， Kousui ahd Shinsui， 
and peaches， Hakuho， Hakutou， Ohkubo and so on. These varieties ，vere initially introduced by the 
government and then by private farmers. 1n addition， the cu1tivation techniques such as pruning， 
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thinning out the superfluous fruits and additiona1 fertilizatIon are a1so introduced by ]apanese 
veterans and through the interchange of fruit cultivaters. Moreover， new varieties of mid-latitude 
vegetab1es such as radish， cabbage， spinach and strawberry were a1so introduced from ]apan. 
Even the highland breeding technique of strawbrry seedlings in the mountain farm of the Uni-
versity was common in the highland areas of ]apan. All of these phenomena above mentioned 
are highly similar to those of beech forest areas in Japan. 
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